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参
議
院
選
挙
後
、
岸
田
政
権
は
「
黄
金

の
3
年
間
」
と
謳
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
政
策
は
何
を
目
指
す
の

で
し
ょ
う
か
。
国
葬
の
強

行
で
そ
の
先
に
あ
る
の

は
、
大
軍
拡
と
改
憲
策
動

で
す
。
大
軍
拡
は
年
末
に

向
け
て
国
家
安
全
保
障
戦

略
を
改
定
し
、
防
衛
費
の

大
幅
増
額
を
目
指
し
、
改

憲
に
つ
い
て
は
、
秋
の
臨

時
国
会
以
降
、
憲
法
審
査

会
で
の
議
論
の
集
約
を
図
る
方
向
で
動
き

出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
府
は

国
葬
を
め
ぐ
り
、
本
来
国
費
（
税
金
）
支

出
は
国
会
の
議
決
な
し
に
は
許
さ
れ
ず
、

財
政
民
主
主
義
に
反
す
る
も
の
と
し
て
、

物
価
高
騰
対
策
や
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
要
求

か
ら
も
批
判
が
広
が
り
ま
し
た
。
岸
田
政

権
の
物
価
高
騰
に
対
す
る
追
加
策
は
、
新

た
な
施
策
は
な
く
、
国
民
の
生
活
苦
を
解

決
す
る
に
は
程
遠
い
内
容
で
す
。
物
価
高

は
今
後
い
っ
そ
う
深
刻
化
す
る
見
通
し
で

す
。
対
策
を
決
め
た
「
物
価
・
賃
金
・
生

活
総
合
対
策
本
部
」
に
内
閣
府
が
提
出
し

た
資
料
は
、
低
所
得
者
層
が
食
費
、
光
熱

費
が
か
さ
ん
で
消
費
を
削
ら
ざ
る
を
え
な

く
な
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
10
月

以
降
に
値
上
げ
さ
れ
る
食
料
品
は
約
7
0

0
0
品
目
に
の
ぼ
り
、
1
年
後
に
は
家
計

部
門
で
5
％
以
上
の
物
価
上
昇
も
予
想
さ

れ
ま
す
。
大
企
業
は
円
安
に
よ
っ
て
利
益

を
過
去
最
高
水
準
に
増
や
す
一
方
、
中
小

企
業
は
原
材
料
価
格
の
高
騰
を
売
り
上
げ

に
転
嫁
で
き
ず
、
収
益
を
悪
化
さ
せ
て
い

る
状
況
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
岸
田
政
権
は
、
円
安
を

も
た
ら
し
て
い
る「
異
次
元
の
金
融
緩
和
」

を
見
直
そ
う
と
せ
ず
、
物
価
高
を
放
置
し

て
い
る
中
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
1
世

帯
5
万
円
を
給
付
し
ま
す
が
、
2
0
2
1

年
度
補
正
予
算
で
支
給
し
た
臨
時
特
別
給

付
金
の
10
万
円
の
半
分
。
住
民
税
を
課
さ

れ
て
い
て
も
コ
ロ
ナ
危
機
で
収
入
が
減
っ

た
人
や
職
を
失
っ
た
非
正
規
雇
用
の
労
働

者
に
は
届
き
ま
せ
ん
。収
入
が
減
っ
た
人
、

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
す
べ
て
を
対
象
に

す
べ
き
で
す
。

9
月
19
日
、代
々
木
公
園
で「
さ

よ
う
な
ら
戦
争
さ
よ
う
な
ら
原
発

大
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
台
風
の

影
響
で
の
断
続
的
な
強
い
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
1
万
3
0
0
0
人

（
東
京
土
建
は
1
6
9
人
）
が
集

結
し
ま
し
た
。7
年
前
の
こ
の
日
、

安
保
関
連
法
（
戦
争
法
）
が
強
行

さ
れ
、
ま
た
約
1
週
間
後
に
は
安

倍
元
首
相
の
「
国
葬
」
が
行
な
わ

れ
よ
う
と
す
る
情
勢
で
の
集
会
と

な
り
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
小
田
川
義

和
さ
ん
（
総
が
か
り
行
動
実
行
委

員
会
）
は
「
毎
日
新
聞
の
世
論
調

査
に
よ
れ
ば
、
岸
田
内
閣
の
支
持

率
は
29
％
ま
で
低
下
し
て
い
る
。

こ
の
世
論
を
形
に
す
る
の
が
今
日

の
集
会
。
国
葬
は
自
民
党
支
持
の

右
派
勢
力
へ
の
配
慮
、
大
軍
拡
は

バ
イ
デ
ン
政
権
の
圧
力
と
自
衛
隊

の
変
質
を
狙
う
好
戦
派
の
声
に
押

さ
れ
た
も
の
、
原
発
政
策
の
転
換

は
原
発
利
益
共
同
体
の
声
に
お
さ

れ
た
も
の
で
、
い
ず
れ
を
と
っ
て

も
市
民
の
声
を
聞
い
て
い
な
い
。

改
憲
阻
止
、
大
軍
拡
阻
止
、
原
発

依
存
阻
止
の
た
た
か
い
と
平
和
と

暮
ら
し
第
一
の
政
治
へ
の
転
換
点

に
し
よ
う
」な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

立
憲
野
党
か
ら
は
阿
部
知
子

（
立
民
）
、
志
位
和
夫
（
共
産
）
、

福
島
瑞
穂
（
社
民
）
の
各
議
員
が

連
帯
の
発
言
、
ま
た
市
民
か
ら
は

7
人
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
福

島
原
発
刑
事
訴
訟
支
援
団
の
佐
藤

和
良
さ
ん
は
「
安
倍
氏
が
、
福
島

原
発
は
『
ア
ン
ダ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
』
だ
と
言
い
五
輪
を
招
致
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
汚
染
水
を
放

出
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
決
し
て

許
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
な
ど
と

怒
り
を
も
っ
て
発
言
し
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
渋
谷
駅
と
外
苑

前
駅
ま
で
の
2
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
デ
モ
行
進
を
行
な
い
ま
し
た
。

9
月
16
日
、
け
ん

せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京

で
、
全
建
総
連
東
京

都
連
主
催
の
第
32
回

労
働
安
全
衛
生
大
会

が
開
催
さ
れ
、
10
組

合
63
人
（
東
京
土
建

は
33
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

石
川
政
彦
都
連
労
働
対
策
部
長

が
基
調
報
告
。
今
大
会
の
目
的
を

①
東
京
都
内
の
労
働
災
害
発
生
状

況
と
災
害
防
止
対
策
、
②
石
綿
関

連
・
法
改
正
、
③
一
人
親
方
問
題

・
適
正
雇
用
を
学
ぶ
こ
と
と
し
て
、

労
働
安
全
衛
生
の
こ
の
1
年
間
の

動
き
を
説
明
し
、
「
秋
か
ら
年
末

に
か
け
て
無
事
故
を
め
ざ
し
、
一

人
親
方
支
援
事
業
も
活
用
し
現
場

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
よ
う
」
と

参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
京
労
働
局
労
働
基

準
部
健
康
課
の
長
澤
英
次
課
長
が

「
労
働
安
全
衛
生
に
係
る
規
則
改

正（
石
綿
、
一
人
親
方
保
護
措
置
、

化
学
物
質
管
理
等
）
」
を
特
別
報

告
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
全
建
総
連
の
長
谷
部

康
幸
賃
金
対
策
部
長
が
「
一
人
親

方
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
」
と
題

し
て
特
別
講
演
を
行
な
い
ま
し

た
。
長
谷
部
さ
ん
は
「
請
負
的
就

労
者
の
労
働
者
性
確
立
、
建
設
工

事
従
事
者
の
権
利
獲
得
を
め
ざ
し

て
運
動
を
前
進
さ
せ
よ
う
」
と
強

調
し
ま
し
た
。

9
月
16
日
、
新
宿
支
部
の
仲
間

は
毎
月
定
例（
通
常
は
18
日
実
施
）

の
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
へ
の
支
援
と
被

害
根
絶
を
求
め
る
宣

伝
行
動
を
大
久
保
駅

頭
で
行
な
い
ま
し

た
。参

加
し
た
7
人
の
仲
間
は
、「
建

材
製
造
企
業
が
参
加
す
る
被
害
者

補
償
基
金
制
度
の
創
設
を
」
と
書

か
れ
た
署
名
用
紙
に
も
な
っ
て
い

る
チ
ラ
シ
を
配
り
な
が
ら
、
道
行

く
人
に
署
名
へ
の
協
力
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

宣
伝
行
動
を
見
つ
め
る
若
者
に

声
を
か
け
る
と
、
建
設
労
働
者
だ

と
言
っ
て
快

く
署
名
に
応

じ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た

行
動
に
参
加

し
た
余
丁
町
分
会
の
古
川
光
男
さ

ん
は
製
造
企
業
に
謝
罪
と
基
金
へ

の
拠
出
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
て

い
ね
い
に
説
明
し
、
署
名
を
も
ら

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
今
日
は
い

つ
も
見
か
け
る
女
性
が
い
な
い
の

ね
」
と
、
毎
月
の
宣
伝
に
関
心
を

も
っ
て
い
た
と
い
う
女
性
も
署
名

に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

夕
方
の
約
1
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
で
対

話
が
あ
り
、
充
実
し
た
宣
伝
行
動

に
な
り
ま
し
た
。

東
京
地
評
第
21
回
定
期
大
会
が

墨
田
区
の
す
み
だ
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ホ
ー
ル
に
て
、
9
月
23
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
32
単
産
、
38
地
域

よ
り
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら
の
参
加
も
含
め

て
、
総
勢
2
9
9
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

大
会
で
は
、
新
年
度
方
針
や
決

算
・
予
算
と
合
わ
せ
て
、
組
織
建

設
に
関
す
る
議
案
（
3
号
議
案
）

が
提
案
さ
れ
、
積
極
的
な
発
言
で

方
針
が
補
強
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
土
建
か
ら
は
渡
辺
義
久
副

委
員
長
が
発
言
者
の
最
後
に
登
壇

し
、
不
十
分
な
政
策
の
下
で
苦
し

む
仲
間
の
声
を
国
や
自
治
体
に
届

け
、
相
談
の
中
で
58
億
円
の
給
付

を
実
現
し
た
建
設
ア
ク
シ
ョ
ン
の

活
動
を
報
告
し
、
軍
靴
の
足
音
が

近
づ
く
中
で
平
和
な
日
本
を
実
現

す
る
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

役
員
選
出
で
は
、
新
議
長
に
矢

吹
義
則
氏
を
選
出
、
東
京
土
建
か

ら
は
白
滝
誠
副
議
長（
専
従
）、
小

番
徹
副
議
長（
非
専
従
）、
井
澤
智

事
務
局
長
（
専
従
）
、
北
川
誠
太

郎
幹
事
（
非
専
従
）
が
い
ず
れ
も

再
任
、
新
任
と
し
て
中
村
修
一
幹

事（
専
従
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
、
東
京
社
保
協
（
社
会
保

障
推
進
協
議
会
）
は
毎
月
14
日
に

巣
鴨
駅
頭
で
、
社
会
保
障
の
充
実

を
求
め
る
宣
伝
、
署
名
行
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
9
月
は
東
京
地

評
、
東
京
土
建
、
医
労
連
（
日
本

医
療
労
働
組
合
連
合
会
）
も
賛
同

し
、
総
勢
30
人
（
東
京
土
建
か
ら

は
21
人
）
の
参
加
で
、
国
会
へ
の

請
願
署
名
の
呼
び
か
け
を
行
な
い

ま
し
た
。

政
府
は
年
収
2
0
0
万
円
以
上

の
75
歳
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
を

10
月
か
ら
2
割
に
引
き
上
げ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。実
施
さ
れ
る
と
、

多
く
の
方
の
受
診
控
え
が
進
む
こ

と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
の
利
用
料
の

2
割
、3
割
負
担
の
対
象
者
拡
大
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
へ
の
自
己
負
担

導
入
、
補
助
杖
な
ど
の
福
祉
用
具

の
貸
与
か
ら
購
入
へ
の
変
更
等
、

改
悪
が
目
白
押
し
で
す
。

こ
の
政
策
に
対
し
、
医
師
、
看

護
師
、
介
護
職
員
の
代
表
か
ら
、

駅
利
用
者
へ
熱
い
訴
え
を
行
な
い

ま
し
た
。
社
会
保
障
の
改
悪
と
予

算
削
減
を
止
め
る
呼
び
か
け
に
対

し
、
多
く
の
方
が
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

受
け
取
り
、
ま
た
足
を
止
め
て
署

名
の
協
力
に
応
じ
て
く
れ
る
方
も

い
ま
し
た
。

原
発
・
軍
拡
ノ
ー
、国
葬
す
る
な

原
発
・
軍
拡
ノ
ー
、国
葬
す
る
な

署名への協力を呼びかけ
対話する古川さん（右）

アスベスト

新
宿
支
部
が
月
例
の
宣
伝

代
々
木
公
園
に
１
・
３
万
人

若
い
職
人
も
署
名

表参道をデモ行進する東京土建の参加者たち

東京地評

新
議
長
に
矢
吹
氏

東京都連
労
働
安
全
衛
生
大
会
開
く

渡
辺
副
委
員
長
が
補
強
発
言

一
人
親
方
等
を
学
ぶ

講演する長谷部さん

渡辺さん巣鴨駅前での宣伝署名行動

高齢者２割負担やめろ
巣鴨駅頭で社保充実求める

国
民
生
活
回
復
の
施
策
を

求

人

求

職


